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鎌倉時代プリント 名前

問1 鎌倉時代の武士社会において、将軍と御家人の結びつきを支えた「御恩」の内容として、最も適切な説明はどれですか。 （2014年 愛媛県公立入試 類似）

1. 将軍が御家人に対し、領地の所有
権を認めたり新たな土地を与えたり
すること

2. 御家人が将軍に対して、戦時に命
をかけて軍役を果たすこと

3. 御家人が将軍に対して、京都や鎌
倉の警護を行うこと

4. 将軍が御家人に対し、年貢の徴収
や警察権を全国規模で代行させるこ
と

問2 鎌倉時代に関する歴史年表において、幕府が鎌倉と京都を結ぶ道路を整備した記述が見られます。その後、13世紀後半になると、鎌倉幕府が迅
速な通信連絡を確保するために、この「駅制（えきせい）」を九州地方まで延長する要因となった出来事はどれですか。 （2024年 広島県公立入試 類似）

1. 奥州藤原氏の征服 2. 元軍による襲来 3. 保元の乱の発生 4. 応仁の乱の勃発

問3 鎌倉時代に大陸から伝来した禅宗が、当時の政治の担い手であった武士の間に広く普及した理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2023年

福島県公立入試 類似）

1. 自らの精神を鍛え、悟りを目指す
という厳しい修行のあり方が、武勇
や規律を重んじる武士の気風に適し
ていたから。

2. 大規模な寺院を建立することで、
領地を治める武士の権威を農民に示
すのに最も都合が良かったから。

3. 和歌や蹴鞠といった公家文化を否
定し、武士独自の新しい娯楽を提供
することに主眼を置いていたから。

4. 念仏を唱えるだけで極楽浄土へ行
けるという簡潔な教えが、文字の読
み書きに慣れていない多くの武士に
歓迎されたから。

問4 平安時代末期から鎌倉時代にかけての日本の経済状況において、土地売買や年貢の支払いにおいて貨幣が利用される割合が急増した背景を説明
したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2016年 愛媛県公立入試 類似）

1. 中国の宋から大量の銅銭が輸入さ
れ、国内の通貨として広く流通した
ため

2. 日本国内で大規模な銅山が次々と
発見され、政府が独自の貨幣を大量
に鋳造したため

3. 西欧諸国との貿易が始まり、銀を
中心とした国際的な決済システムが
導入されたため

4. 幕府が物々交換を法律で禁止し、
すべての取引を紙幣で行うよう強制
したため

問5 鎌倉時代から室町時代にかけての日本の農業について述べた文として、当時の技術や社会背景をふまえて最も適切なものはどれですか。14世紀
末の農業の様子を描いた絵巻物の記録などに基づき、正しい内容を選びなさい。 （2017年 鳥取県公立入試 類似）

1. 西日本を中心に、同じ耕地で夏に
米、冬に麦を栽培する二毛作が広ま
り、牛馬による耕作も行われるよう
になった。

2. 海外輸出を目的とした製糸業が農
村の副業として定着し、全国の耕地
で桑の栽培が米より優先された。

3. 石包丁を用いて稲の穂の部分だけ
を摘み取る収穫方法が全国に広まり
、食料生産が安定した。

4. 備中鍬と呼ばれる深く耕すための
農具が発明されたことで、大規模な
新田開発が幕府主導で進められた。

問6 鎌倉時代後半に登場した「悪党」と呼ばれる勢力について、その行動や背景として正しい説明はどれですか。 （2024年 大阪府公立入試 類似）

1. 荘園領主の権威を借りて、農民か
ら不当に多くの年貢を取り立てる幕
府役人であった。

2. 天皇の命令を受けて、九州沿岸の
警備を専門に行う軍事組織となった
。

3. 武力を背景に年貢の納入を拒むな
ど、荘園領主や幕府の支配に対抗し
た。

4. 幕府の命令に従い、モンゴルの襲
来に備えて石築地を築いた武士団で
あった。

問7 1281年の弘安の役において、元軍の日本上陸を困難にし、最終的に撤退へと追い込んだ大きな要因の組み合わせとして、最も適切なものはどれ
ですか。 （2023年 高知県公立入試 類似）

1. 鉄砲の集団斉射と、籠城作戦によ
る食料不足

2. 博多湾沿岸に築かれた防塁と、海
上での暴風雨

3. 瀬戸内海の村上水軍と、内陸での
ゲリラ戦

4.
平安京の防衛線と、冬の厳しい寒波

問8 鎌倉時代の1232年、第3代執権の北条泰時が制定した、武士の慣習や裁判の基準をまとめたわが国最初の武家独自の法典を選びなさい。 （2024年

香川県公立入試 類似）

1. 建武の新政 2. 徳政令 3. 十七条の憲法 4. 御成敗式目

問9 鎌倉時代の文化に関する記述において、東大寺南大門の左右に配置されている巨大な木像を指し、運慶や快慶らを中心とする仏師たちが短期間
で完成させたとされる、力強い写実的な彫刻作品の名称を答えなさい。 （2022年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 阿弥陀如来像 2. 金剛力士像 3. 弥勒菩薩像 4. 釈迦如来像

問10 鎌倉時代に広まった臨済宗などの禅宗が、特に武士階級の間で広く受け入れられた理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2024年 三重県公立入試 類似）

1. 南無妙法蓮華経の題目を唱えるこ
とで救われるという教えが、団結を
重んじる武士の気風に合ったため

2. 阿弥陀如来を信じて念仏を唱える
だけで救われるという平易な教えが
、忙しい武士に好まれたため

3. 加持祈祷によって現世の利益や国
家の安泰を願う儀式が、武家政権の
安定に不可欠だったため

4. 自らの厳しい修行によって悟りを
開こうとする教えが、武士の精神修
養に適していたため

問11 平安時代末期、白河上皇が天皇の位を譲った後も「上皇」として政治の実権を握り、藤原氏による摂関政治を抑えて独自の政治を展開した仕組
みを何といいますか。 （2025年 山口県公立入試 類似）

1. 院政 2. 親政 3. 武家政治 4. 執権政治

問12 1185年の壇ノ浦の戦いで平氏を滅ぼした後の時期から、1192年に源頼朝が征夷大将軍に就任するまでの政治状況について述べた文として、正
しいものはどれですか。追討の対象となった人物と、設置された役職に注目して選びなさい。 （2017年 愛媛県公立入試 類似）

1. 朝廷の勢力を抑えるために後白河
法皇を幽閉し、地方の有力な御家人
をすべて京都へ集めて警護にあたら
せた。

2. 対立した弟の源義経を捕らえるこ
とを名目に、国ごとに守護を、荘園
や公領ごとに地頭を設置した。

3. 平氏の残党である平清盛の一族を
掃討することを名目に、国ごとに国
司を、郡ごとに郡司を再配置した。

4. 執権の北条時政を討伐することを
名目に、東国の荘園に限定して地頭
を置き、幕府独自の徴税を強化した
。

問13 平氏が壇ノ浦の戦いで滅亡した後、源頼朝は関東を本拠地として武家政権の確立を進めました。頼朝が平氏討伐に協力した弟の義経を追放した
際、義経をかくまったことを理由に軍を送り込み、平泉を拠点としていた勢力を滅ぼした出来事を何といいますか。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 元寇への対応 2. 承久の乱の鎮圧 3. 奥州藤原氏の征伐 4. 島原の乱の鎮圧
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

将軍が御家人に対し、領地の所有権を認めた
り新たな土地を与えたりすること

鎌倉時代の主従関係は「土地」を仲立ちにしていました。将軍から御家人への働きかけが「御
恩」、御家人から将軍への奉仕が「奉公」です。警護や軍役は「奉公」の内容にあたります。
御恩の根幹は、武士にとって最も重要な財産である「領地」を将軍が保証することにありまし
た。なお、全国に置かれた地頭や守護の職に任命することも御恩に含まれますが、選択肢にあ
る「警察権を全国規模で代行させる」のは役職としての守護の職務説明に近いものです。

問2 答え 2
元軍による襲来

鎌倉幕府は当初、幕府の所在地である鎌倉と、朝廷のある京都との連絡を最重視していました
。しかし、13世紀後半にモンゴル帝国（元）が九州北部に侵攻してくると、現地の戦況をいち
早く把握し、御家人への指令を迅速に伝える必要が生じました。この国防上の要請から、通信
網である「駅制」が九州まで拡張・整備されました。

問3 答え 1
自らの精神を鍛え、悟りを目指すという厳し
い修行のあり方が、武勇や規律を重んじる武
士の気風に適していたから。

禅宗は、座禅を通じて自己の精神を律し、強靭な精神力を養うことを重視しました。これは常
に死と向き合い、戦場での冷静さや自己規律を必要としていた武士の生き方と非常に親和性が
高かったのです。そのため、鎌倉幕府の執権であった北条氏など、多くの有力な武士が禅宗を
保護し、その普及を後押ししました。

問4 答え 1
中国の宋から大量の銅銭が輸入され、国内の
通貨として広く流通したため

当時の日本では、政府による貨幣の鋳造が途絶えていましたが、日宋貿易を通じて宋から大量
の銅銭が流入したことで、再び貨幣が社会に浸透しました。この潤沢な貨幣供給により、土地
の売買といった重要な経済活動においても、重くてかさばる米や布に代わって、持ち運びや計
算が容易な銅銭が主要な決済手段として選ばれるようになりました。

問5 答え 1
西日本を中心に、同じ耕地で夏に米、冬に麦
を栽培する二毛作が広まり、牛馬による耕作
も行われるようになった。

鎌倉時代、西日本から始まった二毛作は、農業生産力を飛躍的に高めました。これは夏に主食
となる米を、冬には裏作として麦を育てる仕組みです。また、この時期には牛や馬に農具を引
かせて田畑を深く耕す「牛馬耕」や、草木を焼いた灰を肥料にする「草木灰」の利用、灌漑用
の水車の普及など、技術的な進歩が重なったことで中世の農業は大きく発展しました。選択肢
にある石包丁は弥生時代、備中鍬は江戸時代、製糸業の近代化は明治時代以降の特徴であるた
め、時代背景が異なります。

問6 答え 3
武力を背景に年貢の納入を拒むなど、荘園領
主や幕府の支配に対抗した。

貨幣経済の発展や分割相続による生活の困窮を背景に、従来の幕府の統制に従わない武士や地
主層が現れました。彼らは荘園領主への年貢納入を拒否したり、幕府の役人と武力で衝突した
りするなど、既存の支配構造を実力で打破しようとしました。こうした悪党の活動は、幕府の
権威失墜と衰退を象徴する出来事といえます。

問7 答え 2
博多湾沿岸に築かれた防塁と、海上での暴風
雨

鎌倉幕府は一度目の襲来（文永の役）のあと、二度目の襲来に備えて博多湾の沿岸に「防塁（
石築地）」と呼ばれる石垣を築きました。弘安の役では、この防塁が元軍の上陸を効果的に防
ぎ、戦いが長期化しました。その間に激しい暴風雨が元軍の艦隊を襲い、甚大な被害を与えた
ことが撤退の決定打となりました。これら防塁による防衛と自然現象が組み合わさったことが
、元寇における日本側の勝利に繋がりました。

問8 答え 4
御成敗式目

第3代執権の北条泰時は、武家社会に伝わる慣習や道徳（道理）をもとに、裁判を公平に行う
ための基準を全51箇条にまとめました。これは制定された年の元号から「貞永式目」とも呼ば
れます。これ以降、この法典は後世の武家法の規範となりました。

問9 答え 2
金剛力士像

鎌倉時代初期の彫刻は、武士の気風を反映して、それまでの平安時代の優美な様式とは異なる
力強く写実的な作風が特徴です。東大寺南大門にあるこの像は、運慶や快慶といった慶派の仏
師たちによって制作されました。左右に「阿形（あぎょう）」と「吽形（うんぎょう）」の二
体一対で安置されています。

問1
0

答え 4
自らの厳しい修行によって悟りを開こうとす
る教えが、武士の精神修養に適していたため

禅宗は、経典の暗記や複雑な儀式よりも、座禅による実践的な修行を重視しました。自分の力
で悟りに到達しようとする厳格な姿勢は、日々命がけで戦いに臨む武士たちの自己規律や精神
的な強さを養う手段として高く評価されました。特に北条時頼や北条時宗といった幕府の執権
たちが禅僧に帰依し、鎌倉に建長寺や円覚寺などの寺院を建立したことで、武士の間での地位
が確立されました。

問1
1

答え 1
院政

白河天皇は位を譲った後も「院」として実権を持ち続け、政治を主導しました。これにより、
それまで権勢を振るっていた藤原氏（摂関家）の影響力を排除し、上皇が政治を動かす体制が
確立されました。この時期には平氏などの武士が上皇の警備のために登用され、後の武士の台
頭につながる背景となりました。

問1
2

答え 2
対立した弟の源義経を捕らえることを名目に
、国ごとに守護を、荘園や公領ごとに地頭を
設置した。

源頼朝は、平氏滅亡後に自身の命に背いた弟の源義経を追捕するためという名目で、1185年
に朝廷から「守護」と「地頭」の設置権を認めさせました。これにより頼朝は、軍事・警察権
だけでなく、土地の管理や年貢の徴収という経済的な実権をも掌握することになり、鎌倉幕府
による全国支配の基盤が確立されました。平清盛は壇ノ浦の戦い以前に没しており、国司・郡
司は律令制度下の役職であるため、この時期の幕府の施策としては不適切です。

問1
3

答え 3
奥州藤原氏の征伐

源頼朝は、対立した弟の源義経をかくまった奥州藤原氏を滅ぼすため、1189年に大規模な軍
勢を東北地方へ送り込みました。これにより、平泉を中心とした奥州藤原氏の勢力は滅亡し、
頼朝は日本全域にわたる軍事的な支配権を固めることとなりました。


